
兵衛志殿御返事

＊＊地区

３月度座談会



背景と大意
建治三年 56才 於身延

与:兵衛志宗長（池上兄弟の弟）

別名「三障四魔の事」

良観の暗躍による兄弟への弾圧

兄・宗仲は勘当、弟・宗長は動揺

信心により「三障四魔」が競い起こる

その時こそ喜び勇んで挑戦を



相違する事

人生の変わり目に試練は付き物
試練を乗越えてこそ成長できる

潮の満ち引き
月の出入り
四季の変り目

相違する事
異なる変化
試練は必然



三障四魔

信心の成長により障魔は起きる
勇気と挑戦で三障四魔を打ち破れ

凡夫から仏への勝利の分かれ目
信心ゆえの法難に負けるな
必ず難が起きる「難即成仏」

修行を妨げる三種の障りと四種の魔



賢者と愚者

難が来るのは前進の証拠

難に勝利し境涯革命のチャンス

真の賢者として難を乗り越えよう

賢者となり喜び勇んで戦おう

勝利の人生は必ず拓ける

賢者はよろこび愚者は退く



指導より
苦難の時にこそ真価が現れる

試練を乗越えてこそ成長する

障魔の出来する事は喜びである

これは自分が呼び起こした障魔だ

難に勝利し境涯革命

いかなる苦難も喜びとし
成仏の大境涯を築け


